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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第54期

第２四半期連結
累計期間

第55期
第２四半期連結
累計期間

第54期
第２四半期連結
会計期間

第55期
第２四半期連結
会計期間

第54期

会計期間

自  平成20年
    ４月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ４月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ７月１日
至  平成20年
    ９月30日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成21年
    ９月30日

自  平成20年
    ４月１日
至  平成21年
    ３月31日

売上高 (千円) 4,326,7003,210,0282,140,7031,706,3758,104,443

経常利益又は
経常損失(△)

(千円) △47,579 △39,130 △55,696 11,095△389,639

四半期(当期)純損失 (千円) 62,937 329,658 71,905 321,955 968,445

純資産額 (千円) ― ― 5,995,4404,603,9494,917,446

総資産額 (千円) ― ― 9,288,4797,960,9488,397,642

１株当たり純資産額 (円) ― ― 862.63 664.58 711.02

１株当たり四半期(当
期)純損失金額

(円) 9.18 48.08 10.49 46.96 141.22

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─ ─ ─

自己資本比率 (％) ― ― 63.7 57.2 58.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 7,332 554,186 ― ― △205,434

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △106,323△52,706 ― ― △149,175

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △57,000△185,364 ― ― 573,108

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 629,7201,350,9211,033,479

従業員数 (名) ― ― 550 489 579

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、１株当たり四半期(当期)純損失のため記載し

ておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成21年９月30日現在

従業員数(名) 489(49)

(注) １　従業員数は、当社グループ外から当社グループへの出向者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

３　臨時従業員には、パートタイマーを含み、派遣社員は除いております。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成21年９月30日現在

従業員数(名) 169(42)

(注) １　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

２　従業員数欄の（外書）は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員であります。

３　臨時従業員には、パートタイマーを含み、派遣社員は除いております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

押出成形事業 1,330,927 △13.5

合計 1,330,927 △13.5

(注) １  金額は、販売価格によっております。
２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
３  その他事業につきましては、生産を行っておりませんので記載しておりません。

　

(2) 受注実績

受注生産を行っておりませんので、該当事項はありません。

　

(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

押出成形事業 1,693,235 △19.7

その他事業 13,139 △59.1

合計 1,706,375 △20.3

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

　

相手先

前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

㈱ホンダアクセス 350,839 16.4 235,444 13.8

スズキ㈱ 157,263 7.3 175,043 10.3

３  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　なお、当社グループは、前連結会計年度（平成21年３月期）まで３期連続の当期純損失を計上し、当第２四

半期連結会計期間においても四半期純損失を計上しており、当該状況により継続企業の前提に関する重要

事象等が存在しております。

　当社グループにおきましては、当該事象を早期に解消すべく諸施策を実施中であります。その内容につき

ましては、「第２〔事業の状況〕　４〔財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析〕（4）経

営戦略の現状と見通し」に記載しております。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当社は、平成21年９月７日開催の取締役会において、株式会社Ｋ＆Ｍに当社のストランデックス事業を譲

渡することについて決議を行い、平成21年９月30日付けで事業譲渡契約を締結いたしました。なお、事業譲

渡を行う日は、平成21年10月１日であります。

その主な内容は、次のとおりであります。

(1) 当社は、平成21年９月30日現在のストランデックス事業に係る固定資産（滋賀工場の製造設備等）及

び棚卸資産を譲渡いたします。

(2) 当社のストランデックス事業に係る販売先・仕入先等はすべて株式会社Ｋ＆Ｍが引継ぎますが、平成

21年９月30日現在の債権・債務については、当社に全て帰属するものとし、株式会社Ｋ＆Ｍには引継がな

いものとします。

(3) 株式会社Ｋ＆Ｍは、当該事業の対価として適正なる価額を支払うものといたします。

(4) その他必要な事項は、両者で協議の上決定いたします。

なお、事業譲渡の詳細については、「第５〔経理の状況〕　１〔四半期連結財務諸表〕〔注記事項〕（重要

な後発事象）」に記載のとおりであります。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

　

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、昨秋以降の世界的な景気失速が最悪期を脱したと

いわれるものの、依然として企業収益の低下や雇用情勢の悪化、個人消費の低迷など厳しい経済環境が続

いております。 

　このような経済環境のなか、当第２四半期連結会計期間における売上高は17億６百万円（前年同期比

20.3％減）となりました。 

　利益につきましては、当第２四半期連結会計期間においては退職に伴う人件費の削減効果により、営業

利益30百万円（前年同期は営業損失71百万円）、経常利益11百万円（前年同期は経常損失55百万円）と

なりました。 

　また、特別損失として、有形固定資産の減損処理による減損損失を１億72百万円、遊休設備等の廃棄処分

による固定資産除却損を27百万円、希望退職者募集に伴う割増退職金等を特別退職金として98百万円、退

職者にかかる退職給付債務の減少による費用を退職給付引当金繰入額として35百万円を計上したことに

より、四半期純損失が３億21百万円（前年同期は71百万円の四半期純損失）となりました。 

　

①　事業の種類別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

押出成形事業

［自動車用品］

自動車用品関連につきましては、エコカー減税や買い替え補助策の効果により、自動車販売台数が

急激に回復したことから、当社のOEM純正フロアーマットの受注が当初予想を大きく上回りました

が、前年同期の売上にはおよびませんでした。

［産業資材］

産業資材関連及びストランデックス合成木材の販売につきましては、住宅需要の低迷から住宅関

連用部材の売上が減少しました。また、オフィス需要の低迷などにより鋼製家具用部材の売上につい

ても減少することとなりました。ストランデックス合成木材による、エクステリア関連メーカーへの

デッキ材等の販売も同様に需要低迷が影響し売上は減少しました。

　以上、このような状況から当第２四半期連結会計期間における押出成形事業の売上高は16億93百万

円（前年同期比19.7％減）となりましたが、退職に伴う人件費の削減効果により営業利益は27百万

円（前年同期は71百万円の営業損失）となりました。

その他の事業

押出成形品の製造以外では、オフィスチェアーおよび家庭用洗濯機の置き台などの販売がありま

すが、オフィス需要の低迷および消費者の買い控えなどによる家電製品需要の低迷により、売上は減

少しました。 

　その他の事業の売上高は13百万円（前年同期比59.1％減）、営業利益は３百万円（前年同期比

472.3％増）となりました。
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②　所在地別セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

日本

当第２四半期連結会計期間における日本国内の売上高は15億93百万円（前年同期比25.2％減）、

営業利益は15百万円（前年同期は68百万円の営業損失）となりました。

東南アジア

当第２四半期連結会計期間における東南アジアの売上高は４億83百万円（前年同期比39.2％

減）、営業利益は16百万円（前年同期は０百万円の営業損失）となりました。

　

(2) 財政状態の分析

＜資産の部＞

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は79億60百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億36百

万円減少しました。

（流動資産）

流動資産では現金及び預金の増加３億27百万円、売上債権の減少２億78百万円、たな卸資産の減少２

億48百万円などが主な要因となり、46億58百万円と前連結会計年度末と比べ１億97百万円の減少とな

りました。

（固定資産）

固定資産では減損損失１億72百万円および通常の減価償却などによる有形固定資産の減少２億76百

万円、投資その他の資産の増加38百万円などが主な要因となり、33億２百万円と前連結会計年度末と比

べ２億39百万円の減少となりました。

＜負債の部＞

当第２四半期連結会計期間末の負債合計は、33億56百万円と前連結会計年度末と比べ１億23万円の

減少となりました。

（流動負債）

流動負債では仕入債務の増加78百万円、短期借入金および一年内返済予定の長期借入金の減少52百

万円、賞与引当金の減少47百万円、関係会社整理損失引当金の減少23百万円などが主な要因となり、22

億15百万円と前連結会計年度末と比べ49百万円の減少となりました。

（固定負債）

固定負債では長期借入金の約定返済による減少１億19百万円、繰延税金負債の増加７百万円、退職給

付引当金の増加52百万円などが主な要因となり、11億41百万円と前連結会計年度末と比べ74百万円の

減少となりました。

＜純資産の部＞

当第２四半期連結会計期間末の純資産合計は、有形固定資産の減損処理などによる利益剰余金の減

少および土地再評価差額金の増加などにより、46億３百万円と前連結会計年度末と比べ３億13百万円

の減少となりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における連結ベースでの現金及び現金同等物は13億50百万円と前連結会

計年度末と比べ３億17百万円の増加となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

税金等調整前四半期純損失が３億21百万円でありましたが、減価償却費の計上額58百万円、減損損失

の計上額１億72百万円、たな卸資産の減少額２億20百万円および仕入債務の増加額１億48百万円が資

金の増加要因となりました。その結果、当第２四半期連結会計期間における営業活動による資金の収入

は３億15百万円となり、前第２四半期連結会計期間と比べ４億99百万円の収入増加となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

前第２四半期連結会計期間では有形固定資産の取得および売却により29百万円の支出があったのに

対し、当第２四半期連結会計期間では５百万円の支出であったこと、同様に投資有価証券の取得および

売却により51百万円の支出があったのに対し、10百万円の支出であったことなどが主な要因であり、当

第２四半期連結会計期間における投資活動による資金の支出は24百万円となり、前第２四半期連結会

計期間と比べ１億27百万円の支出減少となりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

前第２四半期連結会計期間と比べて、短期借入金の純増減額として86百万円が減少し、また、長期借

入金約定返済の支出増加が24百万円あったことが主な減少要因であり、当第２四半期連結会計期間に

おける財務活動による資金の支出は98百万円となり、前第２四半期連結会計期間と比べ１億11百万円

の支出増加となりました。

　

(4) 経営戦略の現状と見通し

当社グループは、前連結会計年度（平成21年３月期）まで３期連続の当期純損失を計上し、当第２四

半期連結累計期間においても四半期純損失を計上しており、当該状況により継続企業の前提に関する

重要事象等が存在しております。 

　当該事象を早期に解消すべく以下のとおり経営構造改革を実施遂行し、経済環境の悪化に対して迅速

に対応できる体制を整えております。 

　国内生産拠点においては、事業本部の統合および再編の実施を行い営業力の強化や生産効率の改善を

図るとともに、不採算取引の解消、コスト削減による収益力の向上に努めております。 

　その一環として、ストランデックス事業部門を平成21年10月１日付で事業譲渡いたしました。また、こ

れにより適正な企業規模への徹底的なスリム化が必要不可欠であると判断し、希望退職者の募集を行

いました。 

　一方、海外生産拠点においては、不採算拠点となっている中国の永代化工(上海)有限公司および台湾

の楠泰塑膠股?有限公司を解散するための整理手続中であり、今後においては海外生産体制をベトナ

ムに集約することで生産性の向上に努めております。 

　このような経営構造改革により生産性の効率化に努め、収益構造を再構築し、業績回復を図ってまい

ります。 

　

(5) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。
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(6) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は10,937千円であります。

　なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 20,000,000

計 20,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,300,000 7,300,000
ジャスダック証券
取引所

単元株式数は
1,000株で
あります。

計 7,300,000 7,300,000― ―

(注)  提出日現在の発行数には、平成21年11月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行さ

れた株式数は、含まれておりません。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

平成13年改正旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次のとお

りであります。

　

　
第２四半期会計期間末現在
(平成21年９月30日)

新株予約権の数(個) 91

新株予約権のうち自己新株予約権の数 ─

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数(株) 91,000

新株予約権の行使時の払込金額(円) １株当たり540

新株予約権の行使期間
平成19年７月１日～
平成22年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の
発行価格及び資本組入額(円)

発行価格　　540
資本組入額　270

新株予約権の行使の条件

　新株予約権の割当を受けた者（以下、「新株予約権
者」という。）は、本件新株予約権の行使時において、
当社の取締役または従業員であることを要する。ただ
し、新株予約権者が取締役または従業員の地位を喪失
後直ちに当社監査役または嘱託、または子会社・関連
会社の従業員、取締役もしくは監査役の地位を取得し、
その地位にある場合は、行使期間中引き続き新株予約
権を行使できる。
　その他権利行使に関する条件については、本株主総会
および取締役会決議に基づき、当社と新株予約権者と
の間で締結する新株予約権割当契約に定めるものとす
る。
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第２四半期会計期間末現在
(平成21年９月30日)

新株予約権の譲渡に関する事項
　新株予約権の譲渡、質入その他一切の処分および相続

は認めない。

代用払込みに関する事項 ─

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ─

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年７月１日～
平成21年９月30日

─ 7,300,000 ─ 1,241,700 ─ 1,203,754

　

(5) 【大株主の状況】

　 　 平成21年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

和田正行 大阪府柏原市 612 8.38

丸紅株式会社 東京都千代田区大手町一丁目４－２ 471 6.46

永大化工株式会社 大阪市平野区平野北二丁目３番９号 444 6.08

永大化工共栄会 大阪市平野区平野北二丁目３番９号 419 5.74

和田清光 大阪府柏原市 341 4.67

森六ホールディングス株式会社 東京都港区青山一丁目１－１ 271 3.71

永大化工従業員持株会 大阪市平野区平野北二丁目３番９号 222 3.04

星和電機株式会社 京都府城陽市寺田新池36番地 162 2.22

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木一丁目６－１ 108 1.48

日本生命保険相互会社
東京都千代田区丸の内一丁目６番６号
日本生命証券管理部内

100 1.37

有限会社ファイブ 大阪府豊中市曽根東町二丁目７－26 100 1.37

計 ― 3,251 44.54
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(6) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等) 普通株式  444,000― ─

完全議決権株式(その他)
普通株式

6,845,000
6,845 ─

単元未満株式 普通株式 　11,000 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 7,300,000― ―

総株主の議決権 ― 6,845 ―

(注) １　「完全議決権株式(自己株式等)」欄は、全て当社保有の自己株式であります。

２　「完全議決権株式(その他)」欄には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
永大化工株式会社

大阪市平野区平野北
二丁目３番９号

444,000 ─ 444,000 6.08

計 ― 444,000 ─ 444,000 6.08

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
　４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 87 120 132 127 119 120

最低(円) 77 82 118 100 107 100

(注)  株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりでありま

す。

(1) 新任役員

　

役名 職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数

(千株)
就任年月日

代表取締役

社長
─ 服部憲治

昭和13年

２月３日

昭和49年４月 当社入社

(注) 33
平成21年

11月５日

昭和60年１月 自動車用品部長

昭和63年２月 取締役自動車用品本部長

平成６月６月 常務取締役自動車用品本部長

平成９年６月 専務取締役自動車用品本部長

平成14年４月 専務取締役奈良事業本部長

平成17年１月 取締役副社長

平成19年６月 顧問

(注)  退任した取締役の補欠として就任したため、その任期は当社定款の定めにより、在任取締役の任期の満了する平

成22年３月期に係る定時株主総会終結の時までであります。

　

(2) 退任役員

　

役名 職名 氏名 退任年月日

取締役社長
（代表取締役）

滋賀事業本部長
兼海外部門統括

和田正行 平成21年９月10日

　

(3) 役員の異動

　

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

代表取締役常務 常務取締役管理本部長 櫛田淳一 平成21年８月24日
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成20年７月１

日から平成20年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表については新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受け、また、当

第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表については仰星監査法人による

四半期レビューを受けております。

　

EDINET提出書類

永大化工株式会社(E02441)

四半期報告書

15/34



１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,229,834 902,808

受取手形及び売掛金 1,971,348 2,249,929

有価証券 121,087 130,670

商品及び製品 618,268 801,792

仕掛品 162,958 184,724

原材料及び貯蔵品 473,107 516,494

その他 81,943 69,465

貸倒引当金 △73 △69

流動資産合計 4,658,474 4,855,817

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※1
 1,061,325

※1
 1,149,919

土地 1,544,809 1,549,284

その他（純額） ※1
 267,546

※1
 451,021

有形固定資産合計 2,873,680 3,150,225

無形固定資産 3,445 4,264

投資その他の資産 425,347 387,334

固定資産合計 3,302,473 3,541,825

資産合計 7,960,948 8,397,642

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,147,288 1,068,750

短期借入金 289,154 327,600

1年内返済予定の長期借入金 279,326 293,836

未払法人税等 8,118 11,481

賞与引当金 1,390 49,284

関係会社整理損失引当金 197,188 220,909

その他 293,245 292,892

流動負債合計 2,215,711 2,264,754

固定負債

長期借入金 533,090 652,671

繰延税金負債 44,107 36,715

再評価に係る繰延税金負債 373,470 373,470

退職給付引当金 142,087 89,234

役員退職慰労引当金 38,837 54,767

その他の引当金 － 4,254

その他 9,693 4,328

固定負債合計 1,141,286 1,215,441
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債合計 3,356,998 3,480,196

純資産の部

株主資本

資本金 1,241,700 1,241,700

資本剰余金 1,203,754 1,203,754

利益剰余金 2,193,506 2,941,088

自己株式 △171,909 △171,909

株主資本合計 4,467,050 5,214,632

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △22,362 △22,824

繰延ヘッジ損益 △12,008 △12,307

土地再評価差額金 384,763 △33,160

為替換算調整勘定 △261,220 △271,717

評価・換算差額等合計 89,170 △340,009

少数株主持分 47,728 42,822

純資産合計 4,603,949 4,917,446

負債純資産合計 7,960,948 8,397,642
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 4,326,700 3,210,028

売上原価 3,567,127 2,605,852

売上総利益 759,572 604,175

販売費及び一般管理費 ※1
 818,732

※1
 653,343

営業損失（△） △59,159 △49,167

営業外収益

受取利息 2,556 1,989

受取配当金 2,089 1,787

為替差益 － 7,755

投資有価証券運用益 5,782 －

助成金収入 7,000 －

その他 11,466 21,740

営業外収益合計 28,894 33,272

営業外費用

支払利息 5,310 10,665

為替差損 9,683 －

その他 2,320 12,569

営業外費用合計 17,314 23,235

経常損失（△） △47,579 △39,130

特別利益

固定資産売却益 10,086 1,192

賞与引当金戻入額 － 46,500

特別利益合計 10,086 47,692

特別損失

固定資産売却損 － 215

固定資産除却損 610 27,463

投資有価証券評価損 1,004 －

減損損失 11,734 172,041

特別退職金 － 98,355

退職給付引当金繰入額 － 35,331

特別損失合計 13,349 333,408

税金等調整前四半期純損失（△） △50,841 △324,846

法人税、住民税及び事業税 8,181 4,627

法人税等調整額 848 △2,253

法人税等合計 9,029 2,373

少数株主利益 3,066 2,439

四半期純損失（△） △62,937 △329,658
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

売上高 2,140,703 1,706,375

売上原価 1,804,079 1,370,191

売上総利益 336,623 336,183

販売費及び一般管理費 ※1
 408,016

※1
 305,423

営業利益又は営業損失（△） △71,392 30,760

営業外収益

受取利息 587 1,116

受取配当金 573 567

為替差益 10,691 －

その他 8,422 9,840

営業外収益合計 20,274 11,524

営業外費用

支払利息 2,802 5,004

為替差損 － 16,794

その他 1,776 9,390

営業外費用合計 4,578 31,188

経常利益又は経常損失（△） △55,696 11,095

特別利益

固定資産売却益 4,995 678

特別利益合計 4,995 678

特別損失

固定資産売却損 － 167

固定資産除却損 165 27,346

投資有価証券評価損 1,004 －

減損損失 11,734 172,041

特別退職金 － 98,355

退職給付引当金繰入額 － 35,331

特別損失合計 12,904 333,242

税金等調整前四半期純損失（△） △63,605 △321,468

法人税、住民税及び事業税 5,766 858

法人税等調整額 △1,273 △1,083

法人税等合計 4,492 △224

少数株主利益 3,807 712

四半期純損失（△） △71,905 △321,955
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △50,841 △324,846

減価償却費 136,672 103,405

長期前払費用償却額 29,057 13,181

減損損失 11,734 172,041

貸倒引当金の増減額（△は減少） － 3

賞与引当金の増減額（△は減少） △5,302 △47,894

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,021 △15,930

退職給付引当金の増減額（△は減少） 10,781 52,852

関係会社整理損失引当金の増減額（△は減少） － △23,720

受取利息及び受取配当金 △4,645 △3,777

支払利息 5,310 10,665

為替差損益（△は益） － 3,896

投資有価証券運用損益（△は益） △5,782 －

投資有価証券評価損益（△は益） 1,004 －

固定資産売却損益（△は益） △10,086 △976

固定資産除却損 610 27,463

売上債権の増減額（△は増加） △26,091 278,581

たな卸資産の増減額（△は増加） △243,103 248,677

仕入債務の増減額（△は減少） 251,470 78,537

未払消費税等の増減額（△は減少） 346 －

その他の資産・負債の増減額 △89,339 △5,514

その他の損益（△は益） 4,300 1,864

小計 19,115 568,511

利息及び配当金の受取額 9,429 5,013

利息の支払額 △5,227 △9,484

法人税等の支払額 △15,985 △9,854

営業活動によるキャッシュ・フロー 7,332 554,186

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △90,278 △21,389

有形固定資産の売却による収入 55,179 2,283

投資有価証券の取得による支出 △157,104 △11,925

投資有価証券の売却による収入 106,000 －

貸付けによる支出 － △7,500

その他 △20,119 △14,174

投資活動によるキャッシュ・フロー △106,323 △52,706
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（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 47,440 △38,446

長期借入金の返済による支出 △96,938 △146,918

自己株式の取得による支出 △84 －

少数株主への配当金の支払額 △7,417 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △57,000 △185,364

現金及び現金同等物に係る換算差額 9,999 1,325

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △145,991 317,441

現金及び現金同等物の期首残高 775,712 1,033,479

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 629,720

※1
 1,350,921
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【継続企業の前提に関する注記】

当第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

該当事項はありません。

　

【簡便な会計処理】

　

項目
当第２四半期連結累計期間

(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

１  固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却

費の額を期間按分して算定する方法によっております。

２  連結会社相互間の債権債務及び取引

の相殺消去

連結会社相互間の債権と債務の相殺消去

　当該債権の額と債務の額に差異が見られる場合には、合理的な範囲内
で当該差異の調整を行わないで債権と債務を相殺消去しております。
 
連結会社相互間の取引の相殺消去
　取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が乏しいときには、親
会社の金額に合わせる方法により相殺消去しております。

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

該当事項はありません。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額及び減損損失累計

額

減価償却累計額 4,336,740千円

減損損失累計額 572,498 〃

※１　有形固定資産の減価償却累計額及び減損損失累計

額

減価償却累計額 4,569,051千円

減損損失累計額 414,176 〃

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与手当 256,090千円

賞与引当金繰入額 30,053 〃

役員退職慰労引当金
繰入額

3,021 〃

退職給付引当金繰入額 14,964 〃

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与手当 229,713千円

賞与引当金繰入額 697 〃

役員退職慰労引当金
繰入額

740 〃

退職給付引当金繰入額 17,830 〃

　

第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与手当 128,078千円

賞与引当金繰入額 12,197 〃

役員退職慰労引当金
繰入額

1,510 〃

退職給付引当金繰入額 7,482 〃

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与手当 109,686千円

賞与引当金繰入額 △13,097 〃

役員退職慰労引当金
繰入額

187 〃

退職給付引当金繰入額 8,341 〃

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 493,440千円

有価証券 136,280 〃

現金及び現金同等物 629,720千円

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,229,834千円

有価証券 121,087 〃

現金及び現金同等物 1,350,921千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成21年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日

 至  平成21年９月30日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 7,300,000

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 444,167

　

３  新株予約権等に関する事項

会社名 目的となる株式の種類 目的となる株式の数(株)
当第２四半期

連結会計期間末残高
(千円)

提出会社 普通株式 91,000 ─

合計 91,000 ─

(注)  目的となる株式の数は、権利行使可能数を記載しております。

　

４  配当に関する事項

該当事項はありません。

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

　

(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

(デリバティブ取引関係)

ヘッジ会計が適用されているデリバティブ取引を除き、該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

永大化工株式会社(E02441)

四半期報告書

24/34



(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)

　

　
押出成形事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

2,108,55432,1482,140,703 ― 2,140,703

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ―

計 2,108,55432,1482,140,703 ─ 2,140,703

営業利益又は営業損失(△) △71,977 584 △71,392 ─ △71,392

(注) １　事業の区分は、原材料及び製造方法の類似性を考慮して、合成樹脂を中心とする各分野向け製品の押出成形と

その他に区分しております。

２　各事業区分の主要製品

事業区分 売上区分 主要製品

押出成形事業

自動車用品 自動車用フロアーマット

産業資材
エアコンダクト、家庭冷蔵庫用部材、事務デスク用部材、プラ
スチック竹パネル、住宅用内装材、風呂蓋、マガジンスティッ
ク、端子台用カバー

ストランデックス ストランデックス合成木材

その他の事業 産業資材 乾燥機用スタンド、オフィスチェアー

　

当第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
押出成形事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

1,693,23513,1391,706,375 ― 1,706,375

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ―

計 1,693,23513,1391,706,375 ─ 1,706,375

営業利益 27,417 3,342 30,760 ─ 30,760

(注) １　事業の区分は、原材料及び製造方法の類似性を考慮して、合成樹脂を中心とする各分野向け製品の押出成形と

その他に区分しております。

２　各事業区分の主要製品

事業区分 売上区分 主要製品

押出成形事業

自動車用品 自動車用フロアーマット

産業資材
エアコンダクト、家庭冷蔵庫用部材、事務デスク用部材、プラ
スチック竹パネル、住宅用内装材、風呂蓋、マガジンスティッ
ク、端子台用カバー

ストランデックス ストランデックス合成木材

その他の事業 産業資材 乾燥機用スタンド、オフィスチェアー
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前第２四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年９月30日)

　

　
押出成形事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

4,270,25856,4424,326,700 ― 4,326,700

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ―

計 4,270,25856,4424,326,700 ─ 4,326,700

営業利益又は営業損失(△) △63,977 4,818 △59,159 ─ △59,159

(注) １　事業の区分は、原材料及び製造方法の類似性を考慮して、合成樹脂を中心とする各分野向け製品の押出成形と

その他に区分しております。

２　各事業区分の主要製品

事業区分 売上区分 主要製品

押出成形事業

自動車用品 自動車用フロアーマット

産業資材
エアコンダクト、家庭冷蔵庫用部材、事務デスク用部材、プラ
スチック竹パネル、住宅用内装材、風呂蓋、マガジンスティッ
ク、端子台用カバー

ストランデックス ストランデックス合成木材

その他の事業 産業資材 乾燥機用スタンド、オフィスチェアー

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
押出成形事業
(千円)

その他の事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

3,172,20737,8203,210,028 ― 3,210,028

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

─ ─ ─ ─ ―

計 3,172,20737,8203,210,028 ─ 3,210,028

営業利益又は営業損失(△) △57,454 8,286 △49,167 ─ △49,167

(注) １　事業の区分は、原材料及び製造方法の類似性を考慮して、合成樹脂を中心とする各分野向け製品の押出成形と

その他に区分しております。

２　各事業区分の主要製品

事業区分 売上区分 主要製品

押出成形事業

自動車用品 自動車用フロアーマット

産業資材
エアコンダクト、家庭冷蔵庫用部材、事務デスク用部材、プラ
スチック竹パネル、住宅用内装材、風呂蓋、マガジンスティッ
ク、端子台用カバー

ストランデックス ストランデックス合成木材

その他の事業 産業資材 乾燥機用スタンド、オフィスチェアー
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)

　

　
日本
(千円)

東南アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

2,085,27655,4262,140,703 ― 2,140,703

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

43,896 738,782 782,678(782,678) ―

計 2,129,172794,2092,923,381(782,678)2,140,703

営業損失(△) △68,740 △996 △69,737 (1,655)△71,392

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

東南アジア ……… 台湾・ベトナム・中国

　

当第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
日本
(千円)

東南アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

1,586,235120,1391,706,375 ― 1,706,375

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

7,420 363,018 370,438(370,438) ―

計 1,593,655483,1572,076,813(370,438)1,706,375

営業利益 15,065 16,750 31,816 (1,056) 30,760

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

東南アジア ……… 台湾・ベトナム・中国
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前第２四半期連結累計期間(自  平成20年４月１日  至  平成20年９月30日)

　

　
日本
(千円)

東南アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

4,220,306106,3944,326,700 ― 4,326,700

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

79,7971,355,7331,435,530(1,435,530) ―

計 4,300,1031,462,1275,762,231(1,435,530)4,326,700

営業利益又は営業損失(△) △57,661 12,464 △45,196 (13,962)△59,159

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

東南アジア ……… 台湾・ベトナム・中国

　

当第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
日本
(千円)

東南アジア
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

3,017,288192,7403,210,028 ― 3,210,028

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

8,897 801,762 810,660(810,660) ―

計 3,026,185994,5024,020,688(810,660)3,210,028

営業利益又は営業損失(△) △67,088 23,811 △43,276 (5,891)△49,167

(注) １　国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２　本邦以外の区分に属する主な国又は地域

東南アジア ……… 台湾・ベトナム・中国

　

【海外売上高】

　前第２四半期連結会計期間(自  平成20年７月１日  至  平成20年９月30日)及び当第２四半期連結会
計期間(自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日)並びに前第２四半期連結累計期間(自　平成20年４
月１日　至　平成20年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年９月
30日)

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 664.58円
　

　 　

　 711.02円
　

　

２　１株当たり四半期純利益金額等

第２四半期連結累計期間

　
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △9.18円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、１株当たり四半期純損失であるため、記載し
ておりません。

 

１株当たり四半期純損失金額(△) △48.08円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、１株当たり四半期純損失であるため、記載し
ておりません。

(注)  １株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(△)
(千円)

△62,937 △329,658

普通株式に係る四半期純損失(△)(千円) △62,937 △329,658

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 6,857 6,855

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

─ ─

　

第２四半期連結会計期間

　
前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

１株当たり四半期純損失金額(△) △10.49円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、１株当たり四半期純損失であるため、記載し
ておりません。

 

１株当たり四半期純損失金額(△) △46.96円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、１株当たり四半期純損失であるため、記載し
ておりません。

(注)  １株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(△)
(千円)

△71,905 △321,955

普通株式に係る四半期純損失(△)(千円) △71,905 △321,955

普通株主に帰属しない金額(千円) ─ ─

普通株式の期中平均株式数(千株) 6,857 6,855

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株
当たり四半期純利益の算定に含まれなかった潜在
株式について前連結会計年度末から重要な変動が
ある場合の概要

─ ─
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(重要な後発事象)

当社は、平成21年９月７日開催の取締役会において、株式会社Ｋ＆Ｍに当社の押出成形事業の一部であ

るストランデックス事業を譲渡することについて決議を行い、平成21年９月30日付けで事業譲渡契約を

締結いたしました。その主な内容は、次のとおりであります。
　
事業譲渡の内容

(1) 譲渡事業の理由

ストランデックス事業は、リサイクル材を利用した合成木材で地球の森林伐採を減らし、「環境に

やさしい木」と言うことで将来的に有望な市場であると認識し、当社の柱として育成するため研究

開発を進めながら運営を行ってまいりましたが、昨年の原油の高騰や米国に端を発した景気の急激

な悪化から想定通りに採算が伸びず、業績が大きく悪化いたしました。

　当社において、現状のままストランデックス事業を続けることは、早期の収益改善の見通しが厳し

く困難であることから、当社での運営を断念することとなり事業譲渡を決定いたしました。

(2) 譲渡する相手会社の名称

　商号　　　　　株式会社Ｋ＆Ｍ

　本店所在地　　大阪府柏原市旭ヶ丘一丁目15番28号

　代表者　　　　代表取締役　和田正行

　事業内容　　　合成木材製品の製造及び販売

　資本金　　　　99,000千円

　当社との関係　資本的関係　該当無し

　　　　　　　　人的関係　　該当無し

　　　　　　　　取引関係　　建物等の賃貸契約

(3) 譲渡する事業の規模（平成21年３月期実績）

　　売上高　　　 553,170千円

　　営業損失　 　215,770千円

(4) 譲渡資産、負債の項目および金額

棚卸資産 49,248千円

有形固定資産 23,230千円

計 72,478千円

(5) 譲渡価額

　78,964千円

(6) 譲渡の時期

　平成21年10月１日

(7) 当該事象の損益に与える影響

当第３四半期連結会計期間において、譲渡資産と譲渡価額の差額について特別利益に6,485千円を

計上する予定であります。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年11月14日

永大化工株式会社

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    小    西    幹    男    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    石    田    博    信    印
　

　
　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている永大

化工株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成20年７月１日から平成20年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、永大化工株式会社及び連結子会社の平成20年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年11月13日

永大化工株式会社

取締役会  御中

　

仰星監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    髙    田    　    篤    印

　

業務執行社員 　 公認会計士    洪    　    誠    悟    印
　

　
　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている永大

化工株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成21年７月１日から平成21年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、永大化工株式会社及び連結子会社の平成21年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成21年９月７日開催の取締役会決議に基づき、平成21年

10月１日付けで株式会社Ｋ＆Ｍに押出成形事業の一部であるストランデックス事業を譲渡している。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 
(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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